
 
  
  
 
     
 
 
 
 
 

新潟 RC ６月第 1 例会 (2024.6.4) （Zoom 例会併催） №３５０９ 

 

(1) 「君が代」 

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 内山 博之会長挨拶 

皆さん、こんにちは。先ほどは今年度最後の理事会が開
催されまして、理事の皆様に 1年間のクラブ運営に関し
てご協力の御礼を申し上げたところでございます。いよ
いよ今年度最終月となりましたが、残り 4回最後までお
付き合いいただければと思います。さて、先週は、職業
奉仕委員会主催の職場訪問で燕三条の会社を 2社訪問さ
せていただきました。燕三条といえば言わずと知れたも
のづくりの町ということで全国的にも有名であります
が、新潟県でこのような素晴らしいものが作られている
事自体、全く知りませんでした。食の世界では地産地消
とよくいいますが、新潟県民である以上、もっと新潟産
のものを普段から利用し、その良さを外部に広めていく
べきであると感じた次第であります。新潟県民の特性と
して忍耐力があり一度決めたら最後まで取り組もうとす
る粘りを持っていると言われますが、これがものづくり
にも生かされているのではないかなと感じました。職業
奉仕委員会の皆さん、企画・運営と大変お疲れ様でござ
いました。後程の委員会報告よろしくお願いいたしま
す。そして、先週 30日には、インターアクト委員会主
催の献血奉仕活動の引継ぎ会が開催されました。毎年 12
月に行われる継続事業でありまして、今年度は新潟クラ
ブがホストとして務めさせていただきました。転勤され
ました鈴木委員長が中心となってしっかり事前準備をし
ていただき、当日はあいにくの天気でありましたが、献
血にご協力していただいた方の人数も相当な数に上りま
して、改めて血液が不足する冬場の時期に献血キャンペ
ーンをする意義を感じた次第であります。引継ぎ式で
は、今後の課題として新潟市内の人の流れが、新潟駅が
新しく生まれ変わったことにより、万代シティよりも新
潟駅で開催した方がより人が集客できるのではないか、
またイベント会場も風雪に関係なく開催できるイベント
会場があるなど、積極的な提案もあり今後継続して協議
していくこととなりました。インターアクト委員会の皆
さん、大変お疲れ様でした。さて、今月はロータリー親
睦活動月間であります。一昨日は、7RCゴルフ大会もあ
りましたし、今週末も前橋 RCとのゴルフに野球、そし
て、再来週は秋に開催できませんでした 7RC野球大会
と、ロータリアンの皆さんと親睦を深める機会が目白押
しでございます。ぜひお時間の許す方は、積極的なご参 

加をお願いいたしますと共に、参加される方は、くれぐ
れも怪我の無いよう楽しんでいだたければと思います。
ロータリーでいうところの親睦ですが、英語では
Fellowshipとなっています。ただ、英語の Fellowship
の意味は、日本人がイメージする親睦のイメージとは少
し異なっているようです。日本語で「親睦」と言えば、
いわゆるゴルフや野球や宴会など親睦活動をさすことが
多いわけですが、辞書によれば、フェローシップは「何
かを一緒に行う、または利害を分け合う人々の行いで生
まれる友情の感情、仲間意識、連帯感」という言葉にな
ります。つまり、ロータリーの親睦とは、ロータリー運
動を志す仲間の連帯や友情ということになります。そし
て、ロータリーは、この仲間同士の友情、連帯としての
親睦・フェローシップが根底にあり、前提条件となって
おり、その親睦を深める手段としてロータリアン同士の
様々な親睦活動があるわけです。このようなロータリー
の親睦活動を通じて楽しみを分かち合い、地域を超えた
親睦を深めることにより、一層ロータリーライフを充実
したものにすることができるのだと思います。国際ロー
タリーには、このロータリアン同士の親睦を深めるため
の「ロータリー親睦活動グループ」があります。一言で
言えば、世界的な同好会活動といったところだと思いま
す。ロータリー親睦活動グルーフは、共通の趣味、関心
事項、スポーツ、職業をもつロータリアンの集まりで
す。自分と同じ職業をもつ人々との交流を通じて職業能
力を向上させ、世界中で新しい友人をつくり、奉仕の機
会を探求することで、ロータリーでの経験をさらに充実
したものにできます。同じ趣味や情熱をもつ世界中の仲
間たちと交流でき、ロータリアンだけでなく、ロータリ
アンの家族、ロータリープログラムの参加者やロータリ
ー学友なども参加できます。現在、様々な親睦グループ
が国際ロータリーに登録されておりまして、医者や弁護
士などの職業を中心にしたグループから、ジャズなどの
趣味を中心としたグループまで、実に多岐にわたりま
す。また、親睦だけを目的としたグループもあれば、奉
仕プロジェクトを実施しているグループもあります。皆 
様もぜひ、機会があれば積極的に世界のロータリアンと
親睦活動を通じて、友人を増やしてみてはいかがでしょ
うか。以上、本日の会長挨拶とさせていただきます。有
難うございました。 

 2023-24 年度 
国際ロータリー会長 

ゴードン R. マッキナリー 

 
2023～24 年度 

新潟ロータリークラブ会長 

内山 博之   



(3) 米山奨学生余子慶さんへ奨学金贈呈挨拶 

(4) 誕生日お祝い贈呈(７名) 

(5) 結婚記念日お祝いの紹介(２名) 

(6) ロータリーの友ご紹介（神子島正樹広報会報雑誌委員） 

(7) 委員会報告 

・吉田和弘会長エレクト 

本日お配りいたしました次年度予定表をご確認願

います。７月３０日 例会終了後に次年度理事、委

員長を対象としたクラブ協議会を開催することに

なりました。 

２０２５年４月２２日は創立８５周年記念式典を

予定しております。実行委員会をたちあげ進めて

参りますのでご協力をお願い致します。 

・五月女政義職業奉仕委員長より職場訪問報告 

 （次ページに掲載） 

(8) 高橋 秀松ゴルフ同好会会長報告 

６月２日（日）に旧新潟市内７RC 親善ゴルフコン

ペが開催され当クラブより６名（大桃典和さん、若

槻良宏さん、深澤康志さｎ、内田直紀さん、榎本豊

さん、高橋秀松）が参加致しました。内田直紀さん

がベスグロで４位でした。団体優勝は新潟西クラ

ブでした。雨の中でしたが親睦を深めることが出

来ました。 

(9) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(本多晃委員長) 

内山 博之君 本多 晃君 

米山奨学会寄付発表（ 佐藤 隆夫委員長) 

宇尾野隆君 髙橋 智則君 

青少年育成基金寄付発表(高野 潤委員) 

本間 彊君  

(10) ニコニコボックス紹介（福満 純幸委員） 

・佐藤 紳一君 Tenyさん、UXさんお世話になりまし

た。次は新潟まつりの神輿で！ 

(11) 幹事報告（小川 潤也幹事） 

・本日の理事会で、次年度より例会の Zoom配信は見合

わせることが決まりました。 

(12) ６月４日の例会参加率 

Zoom参加 ７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１１日の例会予定 

卓話「激変する採用市場〜 

最新データから読み解く、今何をすべきか〜」 

㈱モザイクワーク 取締役 平松しのぶ氏 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

  

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８３ ７９ ６２ ７８．４８％ 

６月４日 理事会報告 出席者１１ 名 

 
１ 米山奨学生 余子慶さんの奨学期間延長希

望について→ 他の奨学生の受入れができない。

新潟クラブとしての負担が生じる。継続は不可。 
 
２ 大澤強君の職業分類変更申し出について 
  現行 警備から清掃業に変更 →承認 
 
３ 退会届について→承認 
  ・日本銀行 新潟支店長 小林俊君（5/29 付） 
  ・菱機工業㈱相談役 得永 哲史君（6/30 付） 

・東日本電信電話㈱新潟支店長  
徳山隆太郎君（6/11 付） 

  ・JSC 株会長   細野 義彦君（6/30 付） 
   
４ ６月のプログラム→承認 
 ６月  ４日  第一例会につき卓話なし 
６月１１日 卓話「激変する採用市場〜 
最新データから読み解く、今何をすべきか〜」

㈱モザイクワーク 取締役 平松 しのぶ氏 
６月１８日 卓話 
一般社団法人新潟国際食養薬膳協会 
代表理事 髙津もろみ氏 
６月２５日 納会夜例会  
17:00 受付 17:30 開会 於イタリア軒 

 
５ その他 
  ・石川さんから火事のお見舞いのお礼 

・吉田次年度会長より、次年度から例会の

ZOOM 配信は見合わせたい→了承 
  ・８月６日のガバナー訪問の準備のため、 

７月３０日にクラブ協議会を開催したい 
  （ガバナー補佐の予定を調整） →了承 

http://www.niigatarc.jp/


2024年 5月 28日開催 職場訪問報告 

「株式会社ツインバード、株式会社 SUS訪問、燕三条地場産業振興センター見学」 

 

新潟ロータリークラブ 職業奉仕委員長 五月女 政義 

 

 

実施日時 2024年 5月 28日（火） 例会終了後 13:40～ 

訪問先  1) 株式会社ツインバード 

     2) 株式会社 SUS 

     3) 燕三条地場産業振興センター 

懇親会  ホテルイタリア軒 割烹 蛍 

参加者  14名 

 

  今年度の職場訪問は、モノづくりの町・燕三条において「匠プレミアム」と「感動シンプル」の 2つのブ

ランドラインでライフスタイル家電を中心に事業展開している株式会社ツインバード、匠の技術でステンレ

ス・チタン製品の製造・販売を行っている株式会社 SUS、洋食器・刃物の展示・物産館の燕三条地場産業振興

センターを訪問・見学してきました。 

例会終了後、バスにて燕三条に移動し、まず株式会社ツインバードを訪問。ショールームでツインバードの現

状と今後の方向性についてレクチャーを受けたのち、同社の代表的な製品である全自動コーヒーメーカーで淹

れたコーヒーとオーブントースターで温めたクロワッサンをいただきました。参加者からは、ショールームに

並べられた多様な商品群を見て、従来のツインバードのイメージが大きく変わったという声が上がっていまし

た。 

 次にバスにて株式会社 SUSに移動し、まず会議室にてオンラインで渋木あき恵社長からチタン製品の SUS 

galleyやステンレスボトルの TSUTSUといったブランドに込められた熱い想い、ストーリーについてお話を伺っ

た後、実際に研磨工程や検査・包装工程を見学させていただきました。 

その後、燕三条地場産業振興センターに向かい、燕三条のモノづくりを象徴する金属加工製品の展示室や物産

館を見学し、ため息をつきながら商品に見惚れるとともに、地域全体でモノづくり産業を支援していく燕三条

地区の取り組み姿勢を垣間見させていただきました。 

その後、バスにて帰路のつき、ほぼ予定通りに新潟市内に戻り、ホテルイタリア軒 の割烹蛍にて懇親会を開

催。終日、雨模様の天気だったのですが、参加者は職場訪問の感想を語りながら、たいへん楽しいひと時を過

ごすことができました。 

 

  



   

    

ツインバードショールームでレクチャー受講      全自動コーヒーメーカーで淹れたコーヒーを試飲       

しながらクロワッサンを試食 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  SUSの会議室でオンラインで、渋木あき恵社長      SUSのチタン製・ステンレス製の製品群 

からの説明を拝聴 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燕三条地場産業振興センター展示室を見学        燕三条の多数の金属製品を展示 


